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環境経営方針

事業内容

事業所名及び代表者氏名

所在地

環境管理責任者及び担当者

事業内容

事業規模

認証範囲

活動組織

環境経営目標・環境経営活動計画

環境経営目標の実績

２７期（次年度）の取組内容

環境関連法規への違反、訴訟等の有無

代表者による全体評価と見直し
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１．ICT化の推進
*ICT化を推進し、業務の効率化、早期竣工を目指す。

*ムダ・ムリ・ムラを無くす。（ガソリン・軽油の削減。電気使用量の削減。）

２．建設事業活動における環境負荷低減に努める
＊分別・リサイクルによる産業廃棄物の減量化の実施

＊材料の有効活用（もったいないと思う気持ち）

＊各現場における環境活動を推進

３．健康経営・働き方改革・地産地消の推進

４．環境関連法規を遵守する

５．各協力会社へ環境方針を周知し、協力を得るよう努める

６．当社の環境方針や環境活動などを、ホームページを利用し一般に公開する

制定日 年 1 月 11 日

改定日 年 10 月 3 日

代表取締役社長 山岸　信幸
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【基本理念】

【行動方針】

１．環境経営方針

2019

　当社は、先祖から受け継いだ自然環境を未来に受けつなげ、人類、動物、植物達に
   とって住みやすい地球にする為に、環境の保全に努めます。

　当社は主に、土木建設という事業活動を行なっており、地球環境を直接改変する
    側面を持ちます。

　 このことを認識し、基本理念に基づいて以下の項目にそって会社として、
   また一個人として社員全員で取り組み、環境負荷の継続的低減を目指します。

山　眞　建　設　有　限　会　社

2010
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２．事業内容

山眞建設有限会社

山岸　信幸

事業所名（１）

（２） 代表者名

環境管理責任者
及び事務局

所在地   　　　
　　　　①本社　
　　　　　②資
材置き場

（３）

ＴＥＬ

URL

〒３８６－０１５１

①長野県 上田市 芳田 ２１１４－７　　②長野県　東御市　和３６８６－６

０２６８－３５－３６５１

ＦＡＸ ０２６８－３５－３６８８

Ｅ－ｍａｉｌ info@yamashin-c.jp

https://www.yamashin-c.jp

ＴＥＬ

山岸　　信幸

山岸　由紀子

環境管理責任者

事務局

０２６８－３５－３６５１

従業員数

○建設工事業

土木、舗装、管（給排水）、エクステリア

Ｅ－ｍａｉｌ

第売上高 期26424

（７） 認証範囲

○全社

（本社及び資材置き場）

ＦＡＸ

事業内容（５）

（４）

事業規模（６）

百万

人

０２６８－３５－３６８８連絡先

eco21@yamashin-c.jp

21
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・エコアクション２１に関する総括責任

・エコアクション２１の実施及び管理に必要な人、設備、費用、技術などの準備

・必要な責任者を任命する

・環境方針の策定・見直し及び全従業員への周知

・環境目標の設定を承認

・エコアクション２１全体の見直しを行い、必要に応じて改定を指示する

・エコアクション２１の管理責任

・法規制等とりまとめ及び遵守の評価

・環境活動計画を承認

・各問題点の是正処置、予防処置に関する判断を行い、必要な対策を講じる

・緊急事態への対応の為の手順書作成・訓練・記録

・エコアクション２１事務局と共に、目標に対する定期的な評価を行なう

・環境活動の結果を代表者へ報告

・各取り組みの総合的なとりまとめ及び、目標に対する定期的な評価を行なう

・各月の取り組み状況を把握しデータ管理を行なうと共に、適切な運用に努める

・環境活動レポートの作成

・各項目に関連する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・各項目の問題点の発見・是正・予防処置を環境管理責任者と共に実施

・責任者が各項目ごとに担当者を指名し、結果を取りまとめて定期的に評価

・環境方針を理解し、環境への取組みの重要性を自覚

・決められた事を守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・人事だと思わずに「思いやりの心」で取り組む

代表取締役

役割・責任・権限

３．活動組織

CO2削減(ICT化の推進)

技術者の育成

エコアクション２１事務局

代表取締役会長

山岸　英雄

山岸　信幸

山岸　由紀子

責任者

環境管理責任者

建設事業部

産業廃棄物減量

全体総務部

技術者の育成

- 3 -

責任者 責任者

地域貢献

エコアクション２１推進

電気使用量削減

環境管理責任者

責任者

責任者

全従業員

健康経営

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口となり、必要な対策を判断し記録を行なう

エコアクション２１事務局

SDGｓ推進



※環境経営目標 期間6/1～5/31

産業廃棄物

水使用量

※１中部電力㈱　　２０１８度　二酸化炭素調整後排出係数　0.４５２kg-CO2/kＷhを使用

※26期環境経営活動計画

点検記録用紙、点検の手順書を作成する
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４．環境経営目標・環境経営活動計画

環境目標項目

現場終了時に点検・整備を行い、責任者に提出する

同じ現場の場合は、乗り合いに努める

（材料の有効活用）

分別の徹底、材料の有効活用を、安全・環境パト
ロールでチェックする

機械、重機の維持管理

産業廃棄物の減量化

（年に1回は機械の点検を行う：5月以降）

運転者は燃費を記録簿に記録し、把握する

現場ごとに環境への　
　　　取組を推進

廃棄物削減・省資
源・現場全体の推進

ＣＯ２削減

活動内容

急発進・急加速をしない

機械の仕分けを行い、番号ステッカーを貼る

環境方針

二
酸
化
炭
素
削
減

ＣＯ２排出量
　※１

単　位項　　目

置場のダンボール置場、産業廃棄物一時保管場所の
設置

基準26期
（２０２２～２０２３年)

27期目標
（２０２３～２０２４年)

28期目標
（２０２４～２０２５年)

29期目標
（２０２５～２０２６年)

kg-CO2 184,002 182,162 180,322 178,482

100% 99% 98% 97%

電気使用量 kＷh 5,964 5,904 5,845 5,785

ガソリン ℓ 8,651 8,564 8,478 8,391

軽油 ℓ 62,494 61,869 61,244 60,619

一般廃棄物 ｋｇ 133 132 130 129

分別の徹底、材料の有効活用を、安全・環境パト
ロールでチェックする

事務所の資源ごみと可燃ごみの置場ラベルの表示

可燃ごみの計測（現状維持に努める)
一般廃棄物の減量化

t 3,636 3,600 3,563 3,527

㎥ 121 現状維持

ガソリン・軽油の節約

こまめにスイッチのオンオフ・明るいときはオフ

ソーラーパネルの設置・LEDの使用(現状維持に努める）
電気量の節約



※SDGｓ環境経営目標 期間6/1～5/31

※26期環境経営活動計画

継続

目標と主な取組

２６期目標　
(2022～2023)

環境目標項目

継続

２９期目標　
(2025～2026)

SDGｓの取組

２７期目標　
(2023～2024）

２８期目標　
(2024～2025）
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ICT化の導入・推進

女性の従業員率アップ

環境安全教育会議の実施（3ヶ月に1回）

環境方針 環境目標項目 活動内容

最新法令の確認と法令順守チェック

環境上の緊急事態の訓練

エコアクション２１推進

軽油の使用量削減

高齢者・女性従業員
の雇用促進

健康経営の推進

高齢者の効用促進、定年後の雇用

健康優良法人認定の継続

生活習慣意識の向上を目指す

SDGｓの取組

地域貢献

その他　

HPで定期的な工事現場の進捗情報を更新する

継続 継続



Ａ Ｂ Ｃ

① 原油の高騰、化石燃料の枯渇、燃料の節約に心掛けた働き方を心掛けたい。

②

③

④ 今期も使用量の削減ができている。水不足も懸念されているので各自節水に努めてください。

① 子どもを守る家を実施。

② 来期には地域の中学生の職場体験実習の受け入れを検討しています。

① 施工管理士１級を２名、２級２名の受験。合格には至らず、来期に持ちこし。

① ICT機器搭載の0.45バックホーを導入。現場が重なった場合でも、稼働できる。

② １名６９才の雇用。定年後も継続して勤務。

③

④ 福利厚生を手厚くし、若年層の人材を獲得したい。
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SDGsの取組【ICT化の導入・高齢者・女性
従業員の雇用推進･健康経営の推進】

継続 継続 － A

【評価コメント】

2023健康優良法人にも認定される。７0歳以上の人間ドックの実施。インフルエンザ予防接
種の全員実施。歯周病検診の実施。

技術者の育成 継続 継続 － B

【評価コメント】

地域貢献 継続 継続 － A

【評価コメント】

【評価コメント】

環境目標
今回目標

(2022.6.1～ 
2023.5.31)

今回実績　
(2022.6.1～ 
2023.5.31)

達成率 評価

ここ数年、夏の猛暑でエアコンの温度を下げがちだが、上手に使用し、一度でも高い温度設
定を心掛けてください。服装の工夫もお願いします。

コピー用紙も裏紙を使用できている。現場の規模が大きいため書類も多く使用。裏紙の使用
を徹底している。購入量は前期より少ない。

使用量は前年とほぼ変わらないが、少しでも削減できるように各自で何ができるか考え取り組めると良い。

５．環境経営目標の実績

100％未満～80％以上100%以上 80％未満～60％以上

項　　目 単　位
基準

（２０２１年) 2022年目標 2022年実績 評価

二
酸
化
炭
素
削
減

ＣＯ２排出量
　※１

kg-CO2 212,347 212,347 184,002 A

C

電気 kＷh 6,189 6,189 5,964 A

ガソリン ℓ 7,732 7,732 8,651 B

産業廃棄物

水使用量

評価

t 2,594 2,594 3,236 B

㎥ 122 122 121 A

軽油 ℓ 73,577 73,577 62,494 A

一般廃棄物 ｋｇ 96 96 133



ICT化の導入・推進

CO2排出量の削減

高齢者・女性従業員の雇用促進

女性の活躍できる職場づくり

健康経営の推進

従業員の健康増進

子どもを守る家

職場いきいきアドバンスカンパニー

健康優良法人認定 社員の子育て応援宣言

SDGs活動

地域貢献・その他
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年

事務所

25

17時30から

17時30から

8

11 月
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緑　　化　　等

環境安全教育と環境活動検討会議

日

2023 年 2 月 25 日

事務所2022 年

5

実施年月日 実施場所

事務所

日 事務所

2022

月2023

年

25

25 日

月

17時30から

17時30から



ICT機材をを導入し、人員の削減、

時間の短縮につなげる

ムリ、ムダのない早期竣工を目指す

健康診断の受診

健康に関しての情報の収集、周知。

健康経営優良法人の認定

廃棄物削減・省資
源・現場全体の推進

産業廃棄物の減量化

２７期（次年度）の取り組み内容

環境経営目標 環境経営目標項目 活動内容

ＣＯ２削減

運転者は燃費を記録簿に記録し、把握する

同じ現場の場合は、乗り合いに努める

(現状維持を目指す) 急発進・急加速をしない

ICT化の推進

（材料の有効活用）

生産性の向上

電気のスイッチをこまめに消す・明るい時は電気を

消す

エコアクション２１推進

環境上の緊急事態の訓練

最新法令の確認と法令順守チェック

環境安全教育会議の実施（3ヶ月に1回）

その他　
HPで定期的な工事現場の進捗情報を更新する

地域貢献 子どもを守る家

地域の中学生の職場体験実習受け入れ
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健康経営の推進

SDGｓの取組

健康優良法人認定の継続
生活習慣意識の向上を目指す

健康経営の推進
従業員の健康管理を行い
生産性の向上を目指す

ICT化の導入・推進 軽油の使用量削減

高齢者・女性従業員の
雇用促進

女性の従業員率アップ

高齢者の効用促進、定年後の雇用

分別の徹底、材料の有効活用を、安全・環境パト
ロールでチェックする

省人化、省力化施工技術

を目指す

ガソリン・軽油

電気使用量の削減(現状
維持に努める)

使用量の把握（ソーラー
パネル設置のため）

電球はLEDを使用する

コピー用紙の裏紙の使用

一般廃棄物の計測と削
減（現状維持を目指
す）

事務所の資源ごみと可燃ごみの置場ラベルの表示

可燃ごみの計測

置場のダンボール置場、産業廃棄物一時保管場所の
設置



　当社の企業活動に伴い適用される関連法規は、次表のとおりです。

　環境管理責任者が法規の遵守事項について確認をし、現在まで違反のないことを確認しました。

環境関連法規リスト

一般廃棄物

① 分別・収集日

産業廃棄物

① 保管の基準（保管施設・囲い・掲示など）

② 委託先の許可確認（収集運搬・処分業者）

③ 委託契約の締結（契約書の５年間保存）

④ マニフェストの交付、回収、照合（５年間保存）

⑤ 委託者の適正処理を確認

⑥ 「交付状況報告」書前年度実績を毎年６月３０日までに提出

① 長野県の発注する工事では全工事対象

② 再生資源利用計画・実施書の作成と１年間の保存

③ 再生資源利用促進計画・実施書の作成と１年間の保存

④ CREDAS入力システムにて入力しデーターを提出

① 産業廃棄物減量化・適正処理実践計画を

② 実践計画の実施

③ 積極的な情報公開

④ 実施結果の長野県知事への提出
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法規制等の名称

廃棄物処理法

遵守確認

産業廃棄物減量
化・適正処理実践

協定

該当なし

騒音規制法

排出ガス規制型建設機械の使用義務① 遵守確認

当社は長野県と「産業廃棄物3R実績協定」を締結しています。

排出ガス規制型建
設機械指定要領

①

特定建設作業を伴う工事の場合は市町村へ作業の７日前
までに届出をし、計測を行い規制値を遵守

水質汚濁防止法

振動規制法

遵守確認

事故により、公共用水域に油を含む水が排出された場合
は応急措置を講じ、県知事へ届出

①

特定建設作業を伴う工事の場合は市町村へ作業の７日前
までに届出をし、計測を行い規制値を遵守

該当なし

① 該当なし

６．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

①建設リサイクル法 事前説明、告知書、再資源化報告書の提出 遵守確認

資源有効利用促進法 遵守確認

該当する活動及び要求事項 遵守状況

遵守確認

2023年8月17日



（１）環境経営方針

① 環境経営方針の変更は特になし。

② 建設業は、地球環境を直接改変する側面を持つことを忘れず、常に環境保護に努る。

③

④

（２）活動組織実施体制

① 新たな変革は特にありません。

（３－１）環境経営目標と主な取組

①

② ムダ、ムリな施工こそ環境破壊につながると考え、効率良い施工で早期竣工を目指す。

③ 定期的な店社パトロールで現場の業況を常に把握することが重要。

④ 事務部門では引き続き健康経営、技術者の育成に取り組みましょう。

⑤ 当社の強みであるICT施工を引き続き推進。　

⑥ 昨今の多様性を尊重し、社員の採用にも理解をしていきたい。

（３－２）環境経営活動計画

①

②

③ 各々担当の機械・車両の点検・管理。

④ 電気使用量、水使用量は現状維持とする。各々工夫し、エアコンの設定温度を適正に保ちたい。

⑤ 裏紙使用、ごみの分別も引き続き行う。

主な取り組みとして、ICT施工の推進。燃料の削減。廃棄物の減量化。SDGｓの推進。健康経営の推進。

７．代表者による全体評価と見直し

【コメント・指示事項】

【コメント・指示事項】

【コメント・指示事項】

地域の皆様の安全な生活を守るため。、そして未来ある子供たちのために私たちは資源の
節約、廃棄物の削減に取り組まなければならない。

引き続き、先祖から受け継いだ自然環境を未来に受け繋げ、人類、動物、植物たちにとっ
て住みやすい地球にするため、環境保全に努める。

【コメント・指示事項】

乗合で現場への移動、アイドリングストップ、空ぶかしをしないなど、車両乗車について
も細かいことに気を付ける。
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（４）総合評価

　代表取締役社長　　　山岸　信幸
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2023年8月17日

当社の強みはICT施工である。燃料節約、電気使用量削減も限界であるので、今後はさらにICT
施工を推進し、環境にも人にも優しい施工を引き続き目指していきたい。

コロナも終息となり、以前のような我慢を強いられない環境に戻りつつある。建設業の3Kを払
拭し、新３K を目指し、魅力ある建設業を作り若者の登用、育成を進めていきたい。

今期は軽油の使用量が前年の半分以下になっている。前年は規模の大きな災害復旧工事があっ
たためと思われる。現場の状況で燃料の使用量は変わるが、昨今の燃料の高騰もあり建設業に
とっては厳しい状況が続いている。

年度末に工期末が集中し、厳しい現場があった。人材不足もあり、早急に人材の確保を目指し
たいが難しく長期的な問題となっている。外国人の登用も視野に入れている。


